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は
じ
め
に

ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
？

「
メ
ト
ロ
の
駅
で
し
ょ
？
」、「
文
学
賞
だ
よ
ね
」
と
い
う
の
が
大
方
の
パ
リ
ジ
ャ
ン
だ
。

作
品
は
す
べ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
読
ん
だ
人
は
少
な
い
の
だ
。
と
は
い
え
、
フ
ァ
ン
は
な
し
と
し
な
い
。「
友
の
会
」
す
ら
あ
る
。

か
つ
て
『
で
も
い
っ
た
い
こ
の
度
し
難
き
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
と
は
何
者
な
り
や
？
』
と
い
う
記
事
が
男
性
雑
誌
「
リ
ュ
イ
」（
一
九
七

三
年
一
月
号
）
に
載
り
、「
パ
・
ジ
ョ
リ
・
ジ
ョ
リ
・
セ
・
ド
ゥ
・
コ
コ
（
い
か
さ
な
い
や
ね
、
こ
の
ぼ
っ
ち
ゃ
ま
二
人
）
ジ
ュ
ー
ル
と
エ
ド

モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
」
と
冒
頭
で
揶
揄
さ
れ
て
い
た
。
お
ま
け
に
、
こ
の
兄
弟
は
、
お
ぞ
ま
し
き
旧
弊
で
あ
る
ば
か
り
か
、
女
性
蔑

視
者
に
し
て
、
ラ
シ
ス
ト
（
人
種
差
別
者
）
で
あ
る
と
、
け
ち
ょ
ん
け
ち
ょ
ん
の
扱
い
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
、「
そ
の
『
日
記
』
は

十
九
世
紀
終
わ
り
の
あ
の
見
事
な
し
っ
ち
ゃ
か
め
っ
ち
ゃ
か
の
阿
呆
ら
し
さ
（
ベ
テ
ィ
ー
ズ
）
を
、
と
こ
と
ん
知
ろ
う
と
す
る
御
仁
に
は

必
読
の
書
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

「
ベ
テ
ィ
ー
ズ
」（
能
天
気
）
と
、
自
虐
的
に
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
い
っ
ぽ
う
で
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
こ
め
て
「
ベ
ル
・
エ

ポ
ッ
ク
」
と
語
ら
れ
る
「
黄
金
時
代
」
と
も
重
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
十
九
世
紀
後
半
は
、
第
二
帝
政
、
普
仏
戦
争
、
敗
戦
と
パ
リ
攻
囲
、
帝
政
崩
壊
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
第
三
共
和
国
と
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続
き
、
激
動
し
た
。
好
景
気
が
招
来
さ
れ
、
パ
リ
は
、
プ
ロ
シ
ャ
に
破
れ
た
時
期
を
除
い
て
、
絢
爛
た
る
隆
盛
ぶ
り
を
誇
っ
た
。
今
日
の

フ
ラ
ン
ス
人
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
む
ろ
ん
、
こ
の
時
代
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
い
う
「
人
を
陶
然
と
さ
せ
る
パ
リ
の
生
活
特
有
の
あ
の
熱
気
」、
そ
の
風
俗
、
文
人
、

画
家
た
ち
の
野
心
に
満
ち
た
生
活
、
成
熟
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
の
活
動
、
娼
婦
の
皆
さ
ん
の
生
態
、
貴
婦
人
を
始
め
、
華
や
か
に
生
き
る

ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
庶
民
の
女
性
た
ち
、
そ
し
て
闊
歩
す
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
、
活
躍
し
た
日
本
人
、
権
力
と
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
、
つ
ま

り
は
爛
熟
を
き
わ
め
た
こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
を
、
兄
弟
の
『
日
記
』
を
機
軸
に
し
て
、
入
手
で
き
る
情
報
を
も
と
に
、
え
が
き
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
魅
力
あ
る
兄
弟
を
念
頭
に
置
い
た
。
一
身
同
体
と
評
さ
れ
た
ほ
ど
仲
の
良
か
っ
た
こ
の
兄
弟
が
い
か
に
生
き

た
か
、
が
主
眼
で
あ
る
。
こ
の
兄
弟
が
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
が
フ
ラ
ン
ス
人
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
、
と
読
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ
い
わ
い
で
あ
る
。

＊

本
邦
で
は
『
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記
』〈
上
・
下
〉、（
斎
藤
一
郎
編
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）、『
ジ
ェ
ル
ミ
ニ
ー
・
ラ
セ
ル
ト
ゥ
ー
』

（
大
西
克
和
訳
、
岩
波
文
庫
、
初
版
一
九
五
〇
年
、
復
刊
二
〇
一
〇
年
）、『
宿
命
の
女
（
ジ
ェ
ル
ミ
ニ
ー
・
ラ
セ
ル
ト
ゥ
）』（
久
保
伊
平
治
訳
、
世

界
文
学
社
、
一
九
四
八
年
）、『
売
笑
婦
エ
リ
ザ
』（
桜
井
茂
夫
訳
、
岡
倉
書
房
、
一
九
五
〇
年
）、『
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
見
た
十
八
世
紀
の
女

性
』（
鈴
木
豊
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、『
歌
麿
』（
隠
岐
由
紀
子
訳
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）、『
北
斎
』（
隠
岐
由
紀
子
訳
、

平
凡
社
、
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
『
日
記
』
の
ほ
か
多
数
の
著
作
を
参
考
に
し
た
が
、
特
に
次
の
二
大
名
著
を
参
照
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
文
献
史
料
を
多
大
に
再
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
伏
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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